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対象者の属性は子どもの食と栄養の授業を 2016 年度に受講する１年生 159 名である。159 名は A、
B、C、D 組に属し、このうち A、D 組は前期（４〜 7 月）、B、C 組は後期（９〜１月）に当該授
業を受ける。調査時既に授業を履修した A、D 組を Post 群、授業を履修前の B、C 組を Pre 群とする。
このうち欠席者、アンケート未提出者を除いた 147 名について解析を行った。147 名の内訳は以下
の通りである。
 ・Post 群：調理実習（計量方法を指導）を含む授業受講後の学生：69 名
 ・Pre 群：調理実習（計量方法を指導）を含む授業受講前の学生：78 名









解析には、SPSS for Mac を使用した。







計量カップの使い方は、短大生 147 名のうち、100 名（68.0%）が小学生までに、131 名（89.1%）
が中学生までに使い方を習ったと回答した（図１）。
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状態まで入れる。粉類をはかる場合と異なり Pre 群と Post 群の正解率の差は大きく、有意な差が






























































学校までに習った学生は 22.4%、以下、中学校 21.1%、高校 13.6%と続く（図６）。教わったことがないと回答した
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計量カップや計量スプーンに比べると習得時期が遅く、小学校までに習った学生は 33 名（22.4%）、
以下、中学校 31 名（21.1%）、高校 20 名（13.6%）と続く（図６）。教わったことがないと回答した


















先に示したように、粉 1/2 の正解 / 不正解は短大での調理実習の有無以外に、高校での調理実習
経験、日常の調理頻度と関係のあることがわかった。そこで日常の調理頻度や高校での調理実習経
験の多少が正しい調理技能・知識とどのように関連があるのかを検討した。
1） 高校での調理実習実施は学校間格差が大きい。今回の調査でも調理実習の経験回数は 0 回か
ら 30 回以上まで大きな開きがあった。本学に進学した学生の出身高校は多岐にわたっており、公








学校までに習った学生は 22.4%、以下、中学校 21.1%、高校 13.6%と続く（図６）。教わったことがないと回答した
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3） 粉 1/2 の計量方法の正解率を高校での調理実習の回数別に示した（表２）。調理実習の回数が
多いほど正解率は高く、６回以上調理実習を経験した学生の正解率は５回以下の学生のほぼ倍で
あった。これを Pre/Post 群別に表したものが図９である。すべてのカテゴリーで Post 群の正解率











































図７ 高校で行った調理実習の回数 図８ 日常の調理頻度 
図７　高校で行った調理実習の回数 図８　日常の調理頻度
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4) 日常の調理頻度別に粉 1/2 の計量方法の正解率を日常の調理頻度別に示した（表３）。調理頻度が高くなる
に従って正解率も上がり、たまに調理する群と時々する群、さらに毎日する群の間には大きな開きがあった。 


































 表２ 計量正解率（調理実習回数別） 
図９ 計量正解率（調理実習回数, Pre/Post別） 
図10 計量正解率（調理頻度, Pre/Post別） 
　計量正解率（調理実習回数別）
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図９ 計量正解率（調理実習回数, Pre/Post別） 
図10 計量正解率（調理頻度, Pre/Post別） 
　 量正解率（調理頻度別）
図 10　計量正解率（調理頻度 , Pre/Post 別）
Pre/Post 群別にみても傾向は同様で（図 10）、Pre 群では、たまに調理する群と時々する群の正
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　【まとめと考察】
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